
 

  北九州地区労連 
 

発行：北九州地区労働組合総連合（〒802-0071 北九州市小倉北区黄金町 1-4-9 山本ビル 207号   TEL 921-0747  

ホームページアドレス http://www.geocities.jp/k_roren/ Ｅメールアドレス k_roren@ybb.ne.jpＦＡＸ921-0284 

２０１２年 

３月１５日発行 

第６５号

号 

原
発
い
ら
な
い
！
い
の
ち
が
大
事
♪ 

♪ 

♪ 

５
０
０
０
人
の
参
加 

２
０
０
０
人
余
の
デ
モ
・
パ
レ
ー
ド 

さ
よ
な
ら
原
発
３
・
１
１
北
九
州
集
会 

 

 

本
日
は
「
天
気
晴
朗
な
れ

ど
風
強
し
」。
メ
デ
ィ
ア
ド
ー

ム
前
・
三
萩
野
公
園
で
３
月

１
１
日
「
さ
よ
な
ら
原
発

３
・
１
１
北
九
州
集
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

 

１
０
時
か
ら
第
一
部
、
開

会
挨
拶
の
後
地
元
の
バ
ン
ド

グ
ル
ー
プ
混
成
で
ラ
イ
ブ
演

奏
が
あ
り
ま
し
た
。
お
馴
染

み
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
イ
マ

ジ
ン
」
な
ど
。
続
い
て
３
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
で
シ
ン
ポ
ジ

ゥ
ム
が
あ
り
、
黒
田
征
太
郎

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
が
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
原
爆
き
の
こ
雲
を
ひ
っ

く
り
返
し
て
花
咲
く
フ
ラ
ス

コ
に
し
ょ
う
と
絵
を
画
き
な

が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
３
時
３
０
分
か
ら
第
２

部
本
集
会
が
開
催
さ
れ
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
は
夢
限
太
鼓
の

演
奏
、
開
会
挨
拶
、
よ
び
か

け
人
挨
拶
、
福
島
原
発
被
災

者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
集

会
宣
言
と
続
き
１
４
時
４
６

分
被
災
時
間
に
合
わ
せ
て
黙

祷
を
し
ま
し
た
。 

閉
会
の
挨
拶
で
参
加
者
５

千
人
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

１
５
時
よ
り
デ
モ
・
パ
レ

ー
ド
が
出
発
し
ま
し
た
。 

 

 

デ
モ
・
パ
レ
ー
ド
の
Ａ
コ
ー
ス
は
、

九
電
へ
向
い
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
小
倉
駅
前

へ
向
い
ま
し
た
。 

 

地
区
労
連
が
担
当
し
た
多
数
の
デ

モ
要
員
に
よ
り
整
然
と
３
０
０
人
余

を
一
団
と
し
て
次
々
と
繰
り
出
し
ま

し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
カ
ー
は
勿
論
、
行
進

団
も
元
気
よ
く
鳴
り
物
入
り
で
「
原
発

い
ら
な
い
、
い
の
ち
が
大
事
」
な
ど
と

唱
和
し
な
が
ら
１
時
間
余
、
子
ど
も
連

れ
や
愛
犬
を
連
れ
て
、
Ａ
コ
ー
ス
・
Ｂ

コ
ー
ス
合
わ
せ
て
２
０
０
０
人
を
超

え
る
参
加
者
が
行
進
し
ま
し
た
。 

雨
上
が
り 

 

３
・
１
１
さ
よ
な
ら
原
発
、

風
が
強
い
日
で
し
た
ね
。 

１
１
時
ご
ろ
会
場
に
行
き
ま

し
た
が
参
加
者
は
少
な
か
っ

た
。
ど
れ
ほ
ど
の
人
数
に
な
る

か
心
配
し
ま
し
た
が
１
３
時
ご

ろ
か
ら
人
も
増
え
安
堵
。 

日
頃
会
わ
な
い
人
に
会
え
て

「
あ
ら
き
て
た
の
」
と
声
を
掛

け
合
っ
た
。 

デ
モ
は
Ａ
コ
ー
ス
に
ア
ナ
ウ

ン
ス
で
参
加
。
パ
ト
カ
ー
で
先

導
さ
れ
気
分
が
悪
い
。 

Ａ
コ
ー
ス
は
、
二
艇
団
の
行

進
と
な
り
ま
し
た
が
、
６
０
０

人
を
超
え
る
参
加
者
は
、「
原
発

い
ら
な
い
、
金
よ
り
い
の
ち
、

子
供
を
守
ろ
う
」
と
こ
ぶ
し
を

上
げ
て
元
気
一
杯
行
進
し
ま
し

た
。 地

区
労
連
は
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
対
処
の

仕
方
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

デ
モ
隊
は
何
事
も
な
く
整
然
と

進
行
し
た
。 

途
中
沿
道
の
人
達
が
じ
っ
と

見
て
い
て
人
目
を
引
き
、
や
っ

ぱ
り
デ
モ
は
素
晴
ら
し
い
。
ア

ナ
ウ
ン
ス
原
稿
の
中
に
気
に
入

っ
た
文
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
命
と
原
発
は
共
存
で
き
ま

せ
ん
。
私
に
、
あ
な
た
に
、
未

来
に
つ
な
が
る
命
に
、
美
し
い

大
地
・
空
・
海
を
引
き
継
ぐ
た

め
に
！
今
声
を
上
げ
ま
し
ょ

う
。
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
・
そ
し
て
フ
ク
シ
マ
」 

http://www.geocities.jp/k_roren/
mailto:k_roren@ybb.ne.jp


２
０
１
２
年
春
闘 

３
・
２
北
九
州
一
日
総
行
動 

 

４
ヶ
所
で
早
朝
宣
伝 

 

行
政
・
九
電
な
ど
に
要
請 

「
原
発
の
再
稼
動
を
行
わ
ず
廃
炉
を

求
め
る
要
請
書
」
を
提
出
し
懇
談
し

ま
し
た
。
イ
ワ
キ
工
業
の
不
当
解
雇

問
題
で
、「
仮
処
分
決
定
を
受
け
４
月

職
場
復
帰
に
む
け
、
条
件
な
ど
に
つ

い
て
積
極
的
に
協
議
し
喜
ん
で
職
場

復
帰
の
で
き
る
よ
う
条
件
整
備
を
求

め
る
」
内
容
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
要
請
行
動
に
は
、
１
５

団
体
３
２
人
が
参
加
し
大
き
な
成
功

を
勝
ち
取
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

原
発
の
再
稼
動
を
行
わ
ず 

廃
炉
を
求
め
る
要
請 

 
 

九
州
電
力
株
式
会
社
北
九
州
支
店

に
「
原
発
の
再
稼
動
を
行
わ
ず
廃
炉

を
求
め
る
要
請
」
を
春
闘
共
闘
連
絡

会
か
ら
の
行
動
参
加
者
で
選
抜
し

た
、
国
公
（
徳
丸
・
藪
木
・
木
本
）
、

北九州地区労連(裏面) 
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北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
と
北
九

州
地
区
労
連
は
、
２
０
１
２
年
春
闘

山
場
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
３
・
２

北
九
州
地
域
一
日
総
行
動
」
を
取
り

組
み
ま
し
た
。
行
動
は
、
早
朝
宣
伝

市
内
４
ヶ
所
の
駅
頭
で
、
４
１
人
が

参
加
１
３
８
０
枚
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
し
た
。 

北
九
州
市
職
労
本
部
会
議
室
で
意

思
統
一
を
行
っ
た
後
、
行
政
な
ど
に

対
す
る
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
行
動
は
、
「
全
労
連
統
一
要
請

書
」「
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
要

請
書
」
を
北
九
州
市
長
あ
て
に
提
出

し
懇
談
、
市
議
会
に
対
し
て
は
、「
公

的
年
金
の
改
悪
に
反
対
す
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願
」
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
北
九
州
商
工
会
議
所
に

は
、「
２
０
１
２
年
春
闘
に
当
た
っ
て

の
要
請
書
」
、
九
州
電
力
に
対
し
て
は

健
和
（
八
木
・
亀
田
・
安
達
）、
建
交

労
（
入
江
）、
市
職
（
永
冨
・
永
野
）

の
１
０
人
で
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

九
電
は
、
企
画
・
総
務
部
広
報
グ

ル
ー
プ
長
（
山
田
雄
一
郎
）
副
長
（
前

田
敏
彦
・
宇
戸
田
一
豊
）
さ
ん
３
人

の
対
応
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

①
原
発
の
運
転
再
開
を
断
念
す
る
と

と
も
に
、
原
発
か
ら
の
脱
却
、
撤
退

を
明
確
に
し
、
省
エ
ネ
社
会
、
再
生

可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

を
迅
速
に
行
う
こ
と
。
②
原
発
労
働

者
の
処
遇
改
善
、
安
全
対
策
を
抜
本

的
に
強
化
す
る
こ
と
。
を
要
請
し
ま

し
た
。 

対
応
し
た
九
電
の
方
か
ら
は
「
よ

り
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に

す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
」

と
い
う
返
答
で
脱
却
・
撤
退
の
考
え

は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

北
九
州
商
工
会
議
所 

に
対
す
る
要
請
行
動 

 

要
請
団
は
、
国
労
、
北
九
地
区
国

公
、
福
建
労
、
医
労
連
、
地
区
労
連

の
５
名
、
商
工
会
議
所
は
、
中
小
企

業
部
部
長
課
長
の
２
名
が
対
応
し
ま

し
た
。 

冒
頭
、
要
請
書
を
読
み
上
げ
、
要

請
事
項
を
申
し
入
れ
た
の
ち
、
①
公

務
員
の
賃
下
げ
が
民
間
労
働
者
に
与

え
る
状
況
、
②
公
契
約
法
制
定
要
求

に
か
か
わ
り
、
下
請
け
単
価
が
切
り

下
げ
ら
れ
て
い
る
実
態
、
③
市
内
主

要
大
企
業
の
工
場
閉
鎖
に
関
わ
る
悪

影
響
等
を
指
摘
し
て
意
見
交
換
を
行

な
っ
た
。 

商
工
会
議
所
と
し
て
も
「
要
請
事
項
」

に
つ
い
て
は
、「
共
通
の
課
題
と
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
あ
る
。
今

春
で
の
新
卒
者
採
用
の
促
進
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
デ
フ
レ
・

円
高
の
経
済
状
況
か
ら
海
外
に
依
存

流
出
傾
向
に
あ
る
。」
と
の
意
見
。 

要
請
項
目
を
商
工
会
議
所
の
機
関
会

議
で
協
議
を
行
な
う
よ
う
要
請
を
し

て
、
今
後
、
内
需
の
拡
大
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、
労
働
者
の
生
活
安
定

の
課
題
で
懇
談
の
場
を
継
続
的
に
も

つ
こ
と
を
要
請
し
た
。 

イ
ワ
キ
工
業
が 

職
場
復
帰
を
認
め
る
。 

 
 

イ
ワ
キ
工
業
（
社
長
井
上
秀
和
・

小
倉
南
区
）
を
相
手
に
し
た
地
位
保

全
等
の
仮
処
分
裁
判
で
２
月
３
日
裁

判
所
は
「
こ
の
解
雇
は
著
し
く
不
合

理
で
あ
り
、
解
雇
権
濫
用
」
と
断
罪

し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
職
場
復
帰
の
団
体
交
渉
を

申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
２
月
２
３
日
、

「
暫
定
的
に
職
場
復
帰
を
認
め
る
」

と
回
答
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
社

は
「
解
雇
は
有
効
と
思
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
本
裁
判
で
争
う
」
と
し
て

い
ま
す
。
裁
判
所
が
給
与
の
仮
払
い

を
認
め
た
こ
と
で
、
２
人
を
働
か
せ

た
方
が
得
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
珍

し
い
方
向
に
向
っ
て
い
ま
す
。
会
社

に
対
し
て
職
場
復
帰
に
関
す
る
労
働

条
件
等
の
質
問
書
を
提
出
し
て
、
解

雇
撤
回
・
職
場
復
帰
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

 

職
場
に
復
帰
し
て
働
き
な
が
ら
、

会
社
を
相
手
に
解
雇
の
不
当
性
を
明

ら
か
に
し
て
、
気
を
緩
め
ず
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

市職労本部会議室での意思統一集会 市職労本部会議室での意思統一集会 

北九州市役所に対する要請行動 

九電に対して原発の再稼動をしないように要請 

永野副議長から要請書を手渡し 

中山議長から雇用開発課長に 

全労連統一要請書を手渡し 


